
今年、岡山市民会館（設計：佐藤武夫1963）が開館６０年になります。岡山市では新ホール建設に伴い、岡山市民
会館が閉館となります。全国では街の文化的、歴史的価値の見直しにより近代建築の再生活用の事例が多くみら
れるようになりましたが閉館、解体という事例も多数あり、近代建築の危機とも言える状況です。市民会館や体育
館はその用途の役割を終える状況になった場合、その計画上、用途の変更は困難と言われておりますが、旧八幡
市民会館（設計：村野藤吾1958）のコンバージョン計画から北九州市立埋蔵文化財センター移転改修工事の設計
担当された宮本佳明氏を迎え、その魅力についてお聞きし、現存する岡山市民会館の保存の可能性を提案し
現存するホール建築に新たな価値を模索する起点の一つとなればと思っております。

　

後援：(一社）日本建築学会中国支部、（公社）日本建築積算協会中国四国支部、(一社）日本建築構造技術者協会中国支部
          （一社）岡山県建築士会、（一社）岡山県建築士事務所協会、岡山建築設計クラブ、（一社）DOCOMOMO  JAPAN　　　　　 
　

（建築家が、質問、疑問に答えます）

北九州市八幡市民会館

講師：宮本佳明（建築家）　
　　1984年東京大学工学部建築学科卒業。1987年同大学院工学系研究科建築学専攻修士課程修了。博士(工学)。
　　大阪芸術大学助教授、大阪市立大学大学院教授等を経て2021年より早稲田大学教授。代表作として「ゼンカイ」ハウス（日本建築家協会新人賞）
　　第6回ヴェネツィア・ビエンナーレ建築展（金獅子賞）。「クローバーハウス」（日本建築家協会賞）。
コーディネーター：笠原一人（建築史家）　
　　1970年兵庫県生まれ。京都工芸繊維大学助教。京都モダン建築祭実行委員長。神戸モダン建築祭実行委員。専攻は近代建築史、建築保存
　　再生論。（一社）リビングヘリテージデザイン理事。1998年京都工芸繊維大学大学院博士課程修了。博士（学術）。著書に『ダッチ・リノベーシ
　　ョン』『村野藤吾のリノベーション』『建築家 浦辺鎮太郎の仕事』『建築と都市の保存再生デザイン』『関西のモダニズム建築』ほか。


